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               Anterior Chamber of Rabbits. 
                         II. Plenary Report 
                         Masatsugu Suzuki, M. D.
  From the Department of Urology, Hiroshima UniversityMedical School Hiroshima, Japan 
                            (Director Prof. T. Kato) 
 Heterogenous cultivation of tumor of human G-U organs in the ocular anterior cham-
ber of grown rabbit to which cortisone eye drop was administered, has been undertaken. 
Removals of the spleen or the endocrine organs (salivary gland, thyroid, adrenals, testis, 
or ovary), partial hepatectomy, or administration of various hormones (anterior pituitary, 
ACTH, gonadotropine, salivary, thyroid, thymus, insuline, cortisone, testosterone, synthetic 
sexual, progesterone tc.) have been carried cut in these rabbits and their influences on 
the heterogenous germs have been investigated in order to evaluate the relationship bet-
ween the tumor originated from the G-U organ and hormones. Generally the influences 
of the hormones on the cultivated renal and bladder tumors were of less significance, 
while those to the cultivated testicular and prostatic tumors were of significance. 
A. Grawitz tumor 
   Administration of extract of the thymus and adrenalectomy inhibited the growth of 
a germ, while administration of hormones, removal of the endocrine organ, and sex of the 
rabbits barely influenced on the cultivation. 
B. Papillary cancer of the bladder 
   Better results of cultivation in the male rabbit was obtained. Removal of the endo-
crine organ, splenectomy, partial hepatectomy, and administration of hormones influenced 
on the cultivation only in slight degree. Adrenalectomy inhibited the growth of a germ, 
while the inhibition was of less significance when extract of the thymus was administered. 
C. Seminoma 
   a) Original tumor 
   Cultivationof the tumor in female rabbit was much easier than male rabbit. The 
influence of castration was less significant. Close relation between hormone and growth 
of the cultivated tumor was observed. Administration of testosterone markedly inhibited 
the growth of the cultivated tumor. The same tendency was observed in case of gonado-
tropine administration and adrenalectomy. 
   b) Metastatic tumor 
   Cultivation of the tumor in female rabbit was much easier than male rabbit, Influence
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of hormone administration was more remarkable than the case of the original tumor. 
Administration of extract of the thymus, testosterone, gonadoropine markedly inhibited 
the growth of the cultivated tumor. Thyroid hormone and synthetic sexual hormone ac-
celerated the growth of the cultivated tumor. 
D. Prostatic cancer 
   a) Original tumor 
   Cultivation of the tumor in female rabbit was not successful, and oophorectomy did not 
cause better result of cultivation, while orchidectomy slightly inhibited the growth of the 
cultivated tumor. Testosterone, progesterone, gonadotropine and thyroidectomy accelerat-
ed the growth of the cultivated tumor, while thyroid hormone, extract of the thymus, 
synthetic sexual hormone and adrenalectomy inhibited the growth of the cultivated tumor. 
   b) Metastatic tumor 
   The sexual difference, removal of the endocrine organs and administration of hormone 
influenced the growth of the cultivated tumor in very slight degree. Gonadotropine 
slightly accelerated the growth, while adrenalectomy, administration of thyroid hormone 
and cortisone inhibited the growth. 
E. Prostatic hypertrophy 
   Cultivation of the hypertrophied prostate was hardly successful as the  prostatic cancer, 
while oophorectomy made the cultivation possible. However, orchidectomy did not in-
fluence the cultivation. Administrations of thyroid hormone, anterior pituitary hormone, 
testosterone, and progesterone, or removal of the salivary gland accelerated the growth 
of the cultivated tumor. None of the hormones administered inhibited the growth. Thy-
roidectomy slightly inhibited the growth. Sexual difference, oophorectomy and adminis-
tration of hormones did not influence the growth of the cultivated myoma type of the 
hypertrophied prostate, but remarkable acceleration of the growth of the cultivated tumor 













癌 とホルモ ンの関連性を腫瘍学上,内 分泌学
上,広 く今 日医学界の重要課題 として注視 せ し
めるに至 らしめた歴史的事実 を顧み ると,
Cori(1927),Murray(1927),Loeb(1928)
Lacassagne(1932)等の業績は最 も賞讃 に価
す る.却 ち乳癌の 自然 発生率の高 い純系 マウス
を用い,生 後問 もない時期 に卵巣 を別出す ると
殆 ど乳癌 が発生 しな くな る.又 同系種の雄 では
殆 ど乳癌 が生 しないが,睾 丸 を易拙 し更にエス
トロゲンの投 与を行 うと乳癌が発生す るに至 る
ことを明 らかに したもので ある.
その後 かかる研究は純粋 のステ ロイ ド系 ホル
モ ンが得 られ るに至 り種 女 と試み られ た.一 方
人体の特殊 な腫瘍,例 えば乳癌,前 立腺癌,子
宮癌並びに白血病 に対 しホルモ ン療法 がか な り
の効を奏 する事が 明 らか とな り,特 に前立腺癌
に対 し所謂抗男性 ホルモ ン療法 が甚 だ有効 であ
る ことを提 唱 したHuggillsandHodges(1941)
の業績は,臨 床的に大 きな貢献 をもたらしたば
か りでな く,ホ ルモン環境 の変化 によ り悪性腫
瘍細胞の発育に影響 を来 す ことを人体 に於 いて
明 らかに した もので甚 だ興味 ある知見 である.
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癌 とホルモ ンの関係 を追究す るにあた り,腫
瘍の移植 に よる研究方法 は最 も重要な ものの一
つで,著 者 の実 験に於 ける如 く直接 肉眼に より
かな り詳細 に移 植種 苗の変化を観察 し得 る眼前
房を移植培地 とし,腫 瘍 とホルモ ンの関連性 を







高橋は 前立 腺 肥大症を 夫 汝異種移植 して いる
が.ホ ルモ ンに よる影響 を観察 したのは僅かに
Mesina並びにDemingandHovenanianが
前立腺癌 にっいて,高 橋が肥大 症について実験
してい るに過 ぎない,且 各種 内分泌臓器別 出及
びホルモン剤投 与に よる広範 な研究 は今迄行わ
れていず,僅 かに数種 のホルモ ンに よる影響が
観察 された のみである.
かかる観点 より著者は人 体泌 尿器腫瘍 を家兎
眼前房 内に移植 し,各 種 内分泌臓器 脾臓別 出
並 びに肝臓部 分切除及びホルモ ン剤投与 を行 い
夫 々の移植片に及ぼす影響 を追究 し,そ の相互































































単位)の 筋肉 内注射 を行 っ た.
b)ホ ル モ ン剤筋 肉内注 射
ホル モ ン剤 の投 与 は移 植 直後 な い し24時間 以 内に 開
始 した場 合 に効果 が あ り,後 期 にな ると効 果 が な くな
る点を考 慮 し,移 植 直後 よ り毎 日一定 時刻 に一 定 量 を
筋肉 内注射 した.又 投与 量 に よ り生 体 の受 け る反 応 が
異 るこ とが あ るので そ の点 充 分注 意 を 払 った.
i)脳下 垂体 前葉 ホル モ ン(ヒ ポホ リン)1日 量2
家 兎単 位
ii)副腎 皮質 刺戟 ホ ル モ ン(ACTH-Z)1日 量4単
位
i五i)向性腺 ホ ル モ～〆・ゴ ナ ド トロピ ン(Anteron)
1日量200単位
iv)唾液 腺 ホ ルモ ン(パ ロチ ン)1日 量1mg
v)甲状 腺 ホ ルモ ソ(チ ラーヂ ン)1日 量0.1g
vi)積の胸腺 抽 出液(帝 臓 製 剤)1日 量0.5cc
vii)インシ ユ リン(イ ス ジ リン)1日 量4単 位
viii)コーチ ゾン(コ ー トン)1日 量15mg
ix)テス トステ ロン(エ ナル モ ン)1日 量1mg
x)合 成発 情 ホル モ ン(ス ロン)1日 量2000単位
xi)プロゲス テ ロ ン(オ オ ホル ミソ ・ル テ ウム)1
日量lmg
括弧 内は製 品名 を表 し た.






































表1グ ラ ウ イ ッ ツ腫 瘍
一一一一一一一甲 状 線 別 出
毒 丸 別 出
一・一 一一一 副 腎 劉 出
対 照(δ)
0024681012141618日 数











表3グ ラ ウィ ノ ツ腫 瘍
大きさ
表4グ ラウィ,ツ 腫 瘍
表34は ホ ルモ ソ 剤投 与 に よる移 植 片へ の影 響 に
っ い ての 観 察 で ゴナ ド トロ ピ ン,甲 状 腺 ホ ル モ ン,テ
ス トステ ロン,合 成 発 情 ホ ル モ ンで は変 化 な く,胸 腺
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一 ・一 一 一 一一 一一 ♀
一響冒雪一一 β口巣 易」出











轄 移 植 腫 瘍 に対 しあ る程 度 抑 制 的 に働 い て い る.
ホ ルモ ン剤注 射 で ゴナ ド トロ ピソ,唾 液腺 ホ ル モ ン
.甲 状 腺 ホ ル モ ン.イ ン シユ リン.テ ス トス テ ロソ。
合成発情ホルモン,プ 戸ゲステロソ等による影響は表





















ー一一一一一合蔵 発 情 亦 ルモン
ー ・一 ・一 ・一プ ロゲ ス テロ ン
対 照(s')
1012141618202224日 峯又




































































































































一一一… 一一一ゴナ ドトロ ピン
テス トス テロン

























































一曹一一9薗一一 甲状 肢 署1」出
月干脆9B分 士刀除
一『一 　 一 月卑購 刷 出
対 照 〔δ)




















表18前 立 腺 癌
一一一一一一一一 コー子ゾ ン
甲 状腹 ホルモン





表19前 立 腺 癌
チゾンに就いては促進的或いは抑制的の意義はつけ難。





























一 一一 卯 蛾鴫'1出
一 コ導照{悉}
ノ21821242750
表20前 立 腺癌 の軟 部組 織転 移 巣
武きさ
婁 《 慈簿モ ン
ー一一一一一一・甲杁 腺 刷 出
一 一 一 ・副 腎 易lj出
対 照(δ)
12151821242730
表21前 立 腺癌 の軟 部 組 織転 移 巣
・一一一一騨一一一一コrナドトロヒ三ン
テス トステロン
ー 一一一一合 藤 発 楕 ホ ル鶯ン
封 照`6)
」2151821242730





















































一一 ・・一 ・一 副 賢 号」ニ
ア蝦(3}
12151821、2730El数
蓑24鶴 立 腺 肥 大 症
唾 液牒 易,1出
甲斌貝綿 唾出
再干緻 謡勢 扮 篠




衰25前 立 腺 肥 大 症




ー 一・莞`÷ フ℃ ゲステ〔〕ン
対照{ε,
0569」275"18～f2:




一一一 一一 一 パ 臼 チン
.し … 数
0569J21518212427JuE=箋 箕
































表28前 立腺 肥 大 症筋 腫 型




































もコ ロコロ'隔 ㌔ ＼
、.『 ＼ ＼ 、
6912151821242750日 数






















































































































































立腺癌では 促進され,セ ミノームでは抑制的 に働い
た.グ ラウイ哩ツ腫瘍,膀胱乳頭状癌ではその影響を






























































































































ロゲス テ ロン投 与 が テ ス トス テ ロンの それ と大略 同 様
の結 果 を 得 た こ とは,Demingの 実 験 で 妊 娠 時に は
雌 で も移植 出来 る と云 う報告 に 賛意 す る もの であ る.
コーチ ゾソ療 法 はHarrison,ThornandJenkins
の創案 に な り,Hiyward等多 数 の報 告 が あ る.著 者
の 移植 実 験 よ りみ た コー チ ゾソ の効 果 は,Hormone-
independentCancerと考 え られ る転 移巣 で あ る程
度腫 瘍 発 育 の抑 制 を 認め たが,原 発 巣 に於 い て は さ し
た る影 響 は 認め 得 な か つ た.ゴ ナ ド トロ ピンに よ り特
に 原発 巣 に 於 い てそ の発 育 を 促進 した ことは,正 常 睾
丸 組織 が 存在 す る場 合 ゴナ ド トロピソ は前 立 腺 の増 大


































































人 体泌尿器腫瘍を コーチ ゾンで処置 した雌雄
成熟家兎の眼前房に異種移植 し,被 移植家兎 に
内分泌臓器(唾 液腺 ・甲状腺 ・副腎 睾丸 卵
巣)脾 臓別出,肝 臓部分切除並 びに ホルモン
剤(下 垂 体前葉 ホルモ ン.ACTH,ゴ ナ ドトロ
ピン,唾 液腺 ホルモ ン・甲状腺 ホルモ ン.胸 腺
抽出液,イ ン シュ リン,コ ーチ ゾン,テ ス トス
テロン.合 成発情 ホルモ ン,プ ロゲステロン)
の投与 を行い,移 植種苗 に対す る影響 を観察 し
もつて泌尿器腫瘍 とホルモ ンの関係 を究明せん













Cセ ミ ノ ■一一ム
a)原 発巣
雌 家兎に有意 の差を もつ て移 植 し易いが,去
勢に よる影響 は軽微 であつた,ホ ルモ ンとかな
り密接 な関係 を有 し,テ ス トステロン投与 にょ
りその発育 は強 く抑制 され,又,ゴ ナド トロピ
ン投与,副 腎別出 もその傾 向を認 めた.
b)転 移 巣
原発巣 のそれ と同様雌家 兎に移植 し易い.ホ
ルモ ンに よる影響は原 発巣 のそれ よりもより以
上 に大 きい.即 ち胸腺抽 出液,テ ス トステロン
ゴナ ド トロピン 投与 は腫瘍発育 を強 く抑制




雌 家兎には移植 し得ず,又 卵巣別 出を行つて
も移植成績は向上 しない.し か し睾丸別出を行
うと腫瘍発育をやや抑制 した.ホ ルモ ン剤投与
並 びに内分泌臓器別 出による影響 は大 き くテス
トス テ ロン.プ ロゲス テ ロン.ゴ ナ ドトロピ
ン・甲状腺別 出は促進的に,甲 状腺 ホルモ ン・
胸腺抽 出液,合 成発情 ホルモ ン,副 腎別 出は腫
瘍発育を抑制 した.
b)転 移巣
被 移植家兎の性別 並びに内分泌臓器捌 出,ホ
ルモ ン剤投与 に よる影響 が極 く軽微 であること
は原発巣 のそれ と対照的であ る.た だゴナ ド}
ロピンが僅かに促進的に,副 腎別 出,甲 状腺 ホ
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ル モ ン並 び に コ ー チ ゾ ン 投 与 が 抑 制 的 に 作 用 し
一た の み で あ つ た .
E前 立 腺 肥 大 症
前 立 腺 癌 と同 様 雌 家 兎 に 移 植 し難 い が,癌 の
場 合 と異 り卵 巣 別 出 を 行 う と移 植 し 易 くな る.
しか し睾 丸 易咄 に よ る 影 響 は 認 め ら れ な い,ホ
ル モ ン剤 投 与 に よ る 影 響 と し て 甲 状 腺 ホ ル モ
ン,脳 下 垂 体 前 葉 ホ ル モ ン,テ ス トス テ ロ ン.
プ ロ ゲ ス テ ロ ン で著 明 に 腫 瘍 発 育 を 促 進 し た が
,使 用 ホ ル モ ン 剤 で 抑 制 的 に 働 い た も の は な か
つ た.内 分 泌 臓 器 別 出 で は 甲 状 腺 別 出 に よ り,
そ の 発 育 が や や 抑 制 さ れ,唾 液 腺 別 出 に よ り や
や 促 進 さ れ る傾 向 を認 め た に 過 ぎ な か つ た.
同 じ 肥 大 症 で も筋 腫 型 で は 雌 雄 家 兎 並 び に 卵
巣 別 出,ホ ル モ ン 剤 投 与 に よ る 影 響 は 殆 ど な
く,た だ特 異 な こ とは 合 成 発 情 ホ ル モ ン 投 与 に
よ り 有 意 に 移 植 腫 苗 の 増 大 を 来 し た こ と で あ
る.
本論 文 の要 旨は 第45回日本 泌 尿器 科学 会 総 会,第31
回 日本 内分 泌学 会並 び に第10回広 島 医 学 会総 会 に 於 い
て 発表 した.
本研究 に対 しては 文 部省 尿 路腫 瘍 研究 班 よ りの御 援
助 を得た.謹 んで 感謝 の 意 を表 す る。
(稿を終 るに 当 り終始 御 懇 篤 な る御 指導,御 校 閲を賜
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